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日露作家会議 〈モ ス ク ワ ー 東京 2001＞記録

亀 山 郁 夫 （国際交流委員，柬京外 国 語大学）

　2001 年 10月 26 日〜27 日 の 両 日， 東 京大学 ・本郷

キ ャ ン パ ス に て，国際 シ ン ポ ジ ウ ム
「
口露 作家会議 」

が 催 さ れ た 。東京大学及 び ロ シ ア 東欧研究連絡委員会

の 主催，国際交流基金 に よ る 助成，日本 ロ シ ア 文学

会 ・
国際交 流委員 会 の 後援 に よ っ て 実現 した 催 し物 で

あ る、こ の
「
会議 」 が 開 か れ る に あ た っ て は，過 去 に

次 の よ う な経緯 が あ っ た こ と を紹介 して お こ う。 同 じ

2001 年 3 月，や は り国 際 交流 基 金 の 助成 に よ り， 同

じ趣旨の
「
会議」 が モ ス ク ワ で 催 さ れ，口本側か ら は

島田 雅彦 ，多和 田 葉子 ，沼野充義，山田 詠美の 4 氏，

ロ シ ア側 か ら は ポ リ ス ・
ア ク

ーニ ン
， ウ ラ ジー

ミ ル ・

ソ ロ
ーキ ン ，タ チ ヤーナ ・トル ス タ ヤ ら，い ずれ も現

代 の ロ シ ア 文 学 を代 表 す る 3 氏 の 作 家 が参 加 した （詳

し く は
「
早稲田 文 学」

2001 年 9 月 号 を参 照 の こ と）。

今 回 の
1
会議 」 は ま さ に そ の余勢 を買 っ て 実現 す る に

い た っ た もの で ，ロ シ ア 側 か ら は 新た に 作家 ヴ ィ ク ト

ル ・ペ レ ーヴ ィ ン ，詩人 セ ル ゲ イ ・ガ ン ド レ フ ス キー，

批評家 ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・ク
ー

ル ツ ィ ン の 3氏 が 加 わ っ

た 。 半世紀 に
一

度 あ る か な い か の こ の 大 イ ヴ ェ ン ト に

つ い て は，新 潟 大 学 で の 秋 の 全 国 大 会 の 際 に もア ナ ウ

ン ス さ れ，「
会議」 終 了 後 は ， テ レ ビ

， 新聞 ， 雑誌 で

も広 く報道 ・紹介 さ れ た の で，ご記憶 の 方 も多い だ ろ

う。最初 に ま ず 2 日問の プ ロ グ ラ ム を記 し て お く。

〈io月 26 日〉・
現代 ロ シ ア 文学セ ミ ナー

1 作家 ウ ラ ジーミル ・
ソ ロ

ー
キ ン を 囲ん で

　
「
ロ マ ン は死 ん だ の か ？　 小 説 の 限界」

　 司会 ：望 月哲男 （北海道大 学 ）

　 コ メ ン テ
ー

タ
ー

：亀山郁夫 （東京外国語大学）

2　批評家 ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・ク ーリ ツ ィ ン を囲 ん で

　
「

ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の 彼方ヘ 　　ロ シ ア文化 は ど こ

　 へ 同 か っ の か ？」

　 司 会 ：貝 澤 哉 （早 稲 出大 学 ）

　 コ メ ン テ ータ ー ：中村唯 史 （山 形 大 学）

3 作家 タ チ ヤ
ー

ナ ・トル ス タ ヤ を囲 ん で

　 「
夢想家か ら ミ ュ

ー
タ ン ト へ 　　現 代小 説 の 新 た な

　 地 平 」

　 司会 ：沼野 恭 子 （東京外 国 語 大 学）

　 コ メ ン テ
ーター

：吉岡 ゆ き （東京外国語大学），今

　 田和美 （東京大 学 大 学院 ）

4 作家 ヴ ィ ク トル ・ペ レ ーヴ ィ ン を 囲ん で

　
1
ペ レ ーヴ ィ ン は 〈第 9 の 夢〉 を 見 る か ？・一 文 化

　 の 真空 に 抗 し て 」

　 司会 ：沼野充義 （東京大学）

　 コ メ ン テ
・一

タ
ー・

：望月哲男 （北海道大学）

〈10 月 27 凵〉・国際 シ ン ポ ジ ウ ム

　　　　　　
ー一

新 しい 千年紀 の 文 学 に 向 け て
一一

第 1 部 現代 世界 と小説 の 可能性

　 司会 ：亀山郁夫 （東京外 国語大学 ）

　 パ ネ リ ス ト ：タ チ ヤ
ー

ナ ・トル ス タ ヤ ，ウ ラ ジー

　 ミル
・

ソ ロ
ー

キ ン，ヴ ィ ク ト ル ・ペ レ
ーヴ ィ ン，

　 藤井省三 （東京大学），柴田 元 幸 （東京大学）

第 2部　街 の 言葉 と詩 の 言葉　　大衆文化の 時代 と 文

　 学

　 司 会 ：沼 野 充 義 （東 京 大 学 ）

　 パ ネ リ ス ト 1 ポ リ ス ・ア クーニ ン
，

セ ル ゲ イ ・ガ

　 ン ドレ フ ス キー．，ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・クーリツ ィ ン
，

　 島 田 雅彦 （作家），三 浦雅士 （批 評家）

・総 括 討 論

　第 1 日 目 の
厂
現 代 ロ シ ア 文 学セ ミ ナー

」 に は，定員

30名 の 会場 に 予 約 を は るか に 越 え る 50〜70名 が つ め

か け ， 聴衆 の 関心 の高さ を 窺わ せ た が ， 翌 日の シ ン ポ

ジ ウ ム は さ らに ，常時 100 名 が 会場 を埋 め ， 総括討 論

もふ くめ て，熱気 を は ら ん だ 議論が 展 開 した。聴 衆 の

なか に は，こ の
「
会議」 の た め に わ ざわ ざア メ リカ や

韓国 か ら来 口 した研究者 もお り，国際的関心の 広が り

を示 す もの だ っ た，副 12時間余 り に お よ ぶ 議論 の 内

容 に つ い て は ， 紙幅の 都合 もあ り，逐
一

紹介す る こ と

が で きな い た め ， 本稿 の 最後 に ， 新聞 ， 雑誌等で の 反

響，報告 な ど の 記事
一

覧 を ま とめ て 載 せ て お く。 興 味

の あ る 方 は ぜ ひ と もそ れ ら を ご
一

読 頂 き た い
。

こ こ で

は，実行委員 の
一・

人 と して い くつ か の 慎 ま しい 印 象 を

述 べ る に 留 め よ う。

　 私 に と っ て 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム は，何 よ り も，ロ シ

ア の 詩 人 ， 作 家 ， 批 評 家 た ち の ， な ま の 声 と 出会 え た

と い う素朴 な 喜 び に つ き る もの だ っ た。ロ シ ア文 学，
ロ シ ア 文 化 論 を研究 し，大学 の 教室 な ど で 講 じ な が ら，

現 実 に 彼 らの な ま の 声 に 接 す る 機 会 と い う の は ，本国
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ロ シ ア で もな か なか 訪 れ な い し ， そ もそ も ， 自分 た ち

の 研 究対 象 で あ る詩 人，作 家た ち の 声 に 触れ る経験 を

ほ とん ど もっ た こ とが な い 。そ う した レ ベ ル で 考 え る

と，今回 の
「
会議 」 は，言 っ て み れ ば，グ v 一バ ル 化

時代 に お け る ロ シ ア 文学研究の 新 た な 幕開 け を予 告す

る 画期 的 な事件 で あっ た とい う こ とが で き る 。 イ ン

ターネ ッ トの 普及 に よ っ て 私た ち は 瞬時 に し て世界の

情報 に ア ク セ ス で き る が，生 の 声 を 聞 き ， 生 の 姿 を見

る に は ， 〈越境 〉 とい う原 始的 な行為 を伴 わ ず し て は

実 現 しえ な い 。そ して，作家，詩人 ，批評家 の 声 と身

体 を忠い 浮 か べ る こ と が 可能 と な っ た い ま，現代 ロ シ

ア 文学の 研究 は，従来 と は 異 な っ た 言説の 地 平 を開 く

こ とに な る だ ろ う と私 は 考 え る 。 私 自身 ，
こ れ まで 主

に く評伝〉 とい う か た ち で ロ シ ア文学の 研 究 に 関わ っ

て きた が ， 対 象 と した詩 人，た とえ ば フ レ ーブ ニ コ フ

や マ ヤ コ フ ス キーを ど れ ほ ど 等身大 の 存在 と し て 経験

した い と願 っ て き た こ と か 。マ ヤ コ フ ス キ
ー

の ア イ ロ

ニ
ー

と人 間的 な ぬ く も りの 同居 を
一

個 の 身体的有機性

の う ら に ど れ ほ ど感 じ と りた い と 思 っ た こ と か 。その

意味で ，こ の 2 日間，本郷 キ ャ ン パ ス で 共有 で きた 時

間 は，今後，伝記研究 ど こ ろ か ，テ キ ス ト分析 の 方向

性 に も大 きな影 響 を与 え る こ とに な るの で は な い か と

考 え る 。

「20世紀 ロ シ ア 文 学 の モ ン ス ター
」 の 異．名 か

らお よ そ想像 で きぬ ひ 弱 な諮 り口 ，ブル ガ
ー

コ フ ば り

に 時空 を超 えた 壮大 な ロ マ ン の 世界 と ボ ク サ ーを 思わ

せ る敏捷 な 反射神経 の 驚 くべ き コ ン トラ ス ト，厳 しい

批評眼 の 奥 に き らめ くア ジ ア 的 な ぬ くも り，堂 々 た る

体躯 か ら つ む ぎ 出 さ れ る，奇想 天 外 な イ メ
ージ 群 。

「ポ ス トモ ダ ン
」 の イ メ

ージ か ら は る か 隔 た っ た 「野

蛮 な 」 シベ リア魂 ， そ の 端正 な風 貌 か らは想像 で きぬ，

時 に 偏狭 と思 わ せ るむ きだ し の 反 抗心……。テ ク ス ト

を通 して得 る印象 と 人 間像 と の
， み ご と な ま で の 断絶

は ， 今後 の 私た ちの研究 に，一
種 の ス フ ィ ン ク ス の よ

うな謎 か け を強 い る と と もに，私た ち は む し ろ それ ら

の 呪 縛 か ら逃 れ る た め ，さ ら に テ ク ス トの 深 層へ 入 り

こ む 作業 に 向 か っ て い く こ とだ ろ う 。

　代表世話 人 と して 献身的 な努力 を惜 し まれ な か っ た

沼 野 充義氏 は ，

「

無 謀 に も近 い 〈事 業 〉」 と こ の
「
会

議」 を呼 ん だ 。 言 い 換 え る な ら，そ れ は ま さ に 嵐 だ っ

た。こ こ に 生 じた 嵐が，コ ッ プ の 中の 嵐 に 過 ぎ な か っ

た か ど う か を 見極 め る に は，そ れ こ そ 10 年 の 時が 必

要 とな るか も しれ な い 。与 え ら れ た 機会 は 生 か さ な く

て はな ら な い 。ス フ ィ ン ク ス た ち の 問い か け に 答 え な

くて は な らな い 。

　 最 後 に，今 回 の
「
会議 1 の 実現 に あた っ て 努力 さ れ

た 方々 に お 礼 を 申 し 述 べ た い と 思 う。資 料作 りか ら

ヴ ィ ザの 手配 まで 煩雑 な労 を引 き 受 け て 下 さ っ た沼野

充義氏 は じ め，現地 で の 交渉 に あ た っ て くれ た 毛 利 久

美 さ ん ほ か ，裏方 と して 準備 に 関 わ っ て くれ た 東京大

学 の 大学院生 ， 東外大 ， 早稲 田 大学 の 学生 ， そ して だ

れ よ り も こ の
「会議」 の 実質

．
的 な

「
エ ン ジ ン 」 で あ っ

た 同時通訳 の お 二 人 ， 吉 岡 ゆ き ，
三 浦 み ど りさ ん の ご

苦 労 に 心 か ら感謝 の念 を 捧げた い 。また ， 日本側 か ら

パ ネ ラーと して 快 く加 わ っ て くだ さ っ た 上述 の 作家島

田 雅彦氏 ， 批 評 家 三 浦雅 十 氏 ，
さ ら に お 二 人 の 高名 な

文学研究者，藤井省三 ，柴田 元幸氏 に もお 礼 の 言葉 を

伝 えた い 。

　 この シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て 情報 を得 た い とお 思 い の

方 は ， 次 に 掲 げる記事 や エ ッ セ ーに ア クセ ス さ れ る こ

と を 切に望 み た い 。

〈新 聞記 事〉

・　！’13BecT− i　 rulll
’
le．qeBMH −

caH 　 ］lpOT ｛？．・Hec 　c．qoBa ・，魁

　 www ．izves．　tia．ru ／culture ／artjcle 　8637

・H 本経済新聞 2001 年 11月 3 日朝刊
「

ロ シ ア 文 学新

　世代台 頭」

・
毎 日新聞 2001 年 目 月 9 日夕刊 ［ロ シ ア文 学 の 現状，

　幅広 く」

・．朝 日新 聞 2001 ・年 H 月 ［5 口朝刊
「
ひ と 　 ポ リ ス ・

　 ア クーニ ン さ ん」

・読売新聞 2001 年 11月 2フ H 夕刊
「
談論風発 ， 口露

　 の 作家 亅

く雑誌記事等 〉

・BHqec．laB 　K ｝
・pm ［hlll．　KypFILLblH−

weekly 　 oT　2　Hofi6pH．

　PyccK｝磁　冫KypHaJ 　IくPy厂　tlTe11H ｝1，　 HoBocTM 　（h堕 ∠∠

　 www ，rus ，ru ／krug／news ／
’
2001110r ．html）（ヴ ャ チ ェ

　 ス ラ フ ・クーリ ツ ィ ン
『
ク
ー

リ ツ ィ ン ・ウ ィ
ー

ク

　 リ
ー．］ 2001 年 ll月 2H （ロ シ ア 語，イ ン ターネ ッ

　 ト）

・
毛利久美

「
別世 界 へ の 鍵 」

「ユ リイ カ 』 2001 年 ！2

　 月号

・貝 澤 哉
「
日露 作 家会議 に 参加 し て 」

『
窓』 200［年 12

　 月 （119号）

・柴 田元幸
「た ま に は 国際交流」

「
新潮』 2002年 1月

　号

・正 村和 子 「日露 作 家 会 議 を 聞 い て ］
『
ロ シ ア 語通訳

　協会 会 報 」 2002 年 1月 10 口 （No ．34）
・二 浦 み ど り

「
日露作家会 議 で 通訳 して 」 （同上 ）

・タ チ ヤ
ーナ ・トル ス タ ヤ

「
新
．
し い 惑星 に 読者 を」

　 （イ ン タ ビ ュ
ー

， 聞 き 手沼野 恭子 ）
『NHK テ レ ビ ロ

　 シ ァ語会話よ 2002 年 2 ・3 月号

・
シ ン ポ ジ ウム 「街 の 言

．
葉 と詩の 言葉 」

「
早稲 田 大学』

　 2002 ．年 3 月 号
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